
開示関連コストと経営者の情報開示（上枝）

日本ディスクロージャー研究学会 
第６回研究大会プログラム・第６回研究カンファレンスプログラム

主催校 神戸大学
大会準備委員会 音川和久、榎本正博、首藤昭信、鈴木健嗣、村宮克彦、髙田知実、北川教央
開催日 2013年１月13日（日）
開催場所 神戸大学　六甲台キャンパス

■ 自由論題報告　９：30～12：00

　⑴第１報告　９：30～10：05
　⑵第２報告　10：05～10：40
　⑶第３報告　10：50～11：25
　⑷第４報告　11：25～12：00
　　（報告25分、質疑応答10分）

●第１会場　本館２階　206教室
司会　石川博行（大阪市立大学）
　⑴ 大沼　宏（東京理科大学）・安藤博昭（東京理科大学大学院生）
　　　「企業の利益の質と情報開示の積極性」
　⑵ 井手健二（東京富士大学）・松澤孝紀（武蔵大学）
　　　「銀行業における包括利益情報の価値関連性について」
司会　吉田和生（名古屋市立大学）
　⑶ 稲村由美（新潟大学）・奥田真也（大阪学院大学）
　　　“Deferred taxes and debt cost: Evidence from Japan”
　⑷ 竹原　均（早稲田大学）・久保田敬一（中央大学）
　　　「同族企業経営と会計の保守主義」

●第２会場　本館２階　208教室
司会　坂上　学（法政大学）
　⑴ 市原啓善（名古屋市立大学大学院生）
　　　「我が国における配当規制の改正と報告利益管理行動の分析」
　⑵ 宮川　宏（専修大学大学院生）
　　　「情報特性を基軸とした階層的開示内容に関する検討」
司会　星野優太（名古屋市立大学）
　⑶ 國見真理子（田園調布学園大学・慶応義塾大学大学院生）
　　　「ビックデータ時代における企業のディスクロージャーとプライバシーに関する一考察」
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　⑷ 中嶋教夫（明星大学）
　　　「ICT投資評価の問題点とBSC」

■ 昼食休憩　　12：00～13：00

理事会　12：10～12：50　本館３階　大会議室

■ 研究カンファレンス　　13：00～14：00　本館２階　206教室

（報告20分、コメント20分、質疑応答20分）
司会　阪　智香（関西学院大学）
報告者　首藤昭信（神戸大学）・岩崎拓也（関西大学）
　　“ The effect of institutional factors on discontinuities in earnings distribution: Public versus 

private firms in Japan”
コメンテーター　野間幹晴（一橋大学）

■ 統一論題報告　14：10～15：40　本館２階　206教室

「ディスクロージャー研究のシンカ」

司会　薄井　彰（早稲田大学）
　第１報告　14：10～14：40
　　榎本正博（神戸大学）
　　　「利益マネジメントの検出方法の深化」
　第２報告　14：40～15：10
　　太田浩司（関西大学）
　　　「アナリスト予想 vs 経営者予想（過則勿憚改）」
　第３報告　15：10～15：40
　　奥村雅史（早稲田大学）
　　　「財務諸表の訂正」

■ 統一論題討論　16：00～17：30　本館２階　206教室

司　会　薄井　彰（早稲田大学）
討論者　榎本正博（神戸大学）
　　　　太田浩司（関西大学）
　　　　奥村雅史（早稲田大学）

■ 懇親会　17：45～19：15　アカデミア館３階　「さくら」
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日本ディスクロージャー研究学会　第７回研究大会プログラム

主催校 福島学院大学
大会準備委員長 中島真澄
大会準備委員 鈴木忠雄
協力 坂上　学
開催日 2013年５月11日（土）～12日（日）
開催場所 福島学院大学　宮代キャンパス

■  大会前日　　　　５月10日（金） ■
常任理事会　17：00～18：00　福島学院大学　駅前キャンパス　407教室

■  大会１日目　　　５月11日（土） ■
理事会　　　11：00～12：00　のぎく館２階　ハーモニールーム

■ 会員総会　　12：30～13：00　千葉記念ホール

■ 特別講演　　13：00～14：00　千葉記念ホール

野村修也（中央大学法科大学院教授・弁護士）
「福島原発事故にみられたリスク・コミュニケーションの問題点」

■ 統一論題報告　　14：05～16：15　千葉記念ホール

「東日本大震災後のリスク開示と情報のディスクロージャーのあり方」

司会　黒川行治（慶應義塾大学）
　統一論題解題　14：05～14：10
　　　　黒川行治（慶應義塾大学）
　第１報告　14：10～14：40
　　　　吉川肇子（慶應義塾大学）
　　　　「リスク・コミュニケーションの現代的意義」
　第２報告　14：40～15：10
　　　　藤野美都子（福島県立医科大学）
　　　　「東日本大震災と福島第一原発事故をめぐる情報：福島在住者の視点から」
　第３報告　15：15～15：45
　　　　八田進二（青山学院大学）
　　　　「ディスクロージャーの原点を探る―会計が果たす役割を中心に―」
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　第４報告　15：45～16：15
　　　　柴　健次（関西大学）
　　　　「リスクのディスクロージャーに関する研究の必要性」

■ 統一論題討論　16：30～17：45　千葉記念ホール

「リスク管理と情報のディスクロージャーのあり方」

座長・統一論題解題　黒川行治（慶應義塾大学）
討論者　野村修也（中央大学法科大学院）
　　　　吉川肇子（慶應義塾大学）
　　　　藤野美都子（福島県立医科大学）
　　　　八田進二（青山学院大学）
　　　　柴　健次（関西大学）

（飯坂温泉へ移動　18：15　大学千草門から専用バスで出発）

■ 懇親会　19：00～20：30　飯坂温泉摺上亭大鳥

■  大会２日目　　　５月12日（日） ■

■ 特別プロジェクト　10：00～11：20　千葉記念ホール

（報告30分、質疑応答10分）
第１報告　10：00～10：40
　　司会　音川和久（神戸大学）
　　「東日本大震災のディスクロージャー問題に関する実証研究」
　　代表　薄井　彰（早稲田大学）
　　 浅野敬志（首都大学東京）・稲葉喜子（早稲田大学）・海老原崇（武蔵大学）・大鹿智基（早稲田大

学）・奥村雅史（早稲田大学）・乙政正太（関西大学）・坂上　学（法政大学）・中野貴之（法政大学）・
吉田和生（名古屋市立大学）・吉田　靖（東京経済大学）

第２報告　10：40～11：20
　　司会　亀川雅人（立教大学）
　　「大震災後に考えるリスク管理とディスクロージャー」
　　代表　柴　健次（関西大学）
　　副代表　太田三郎（千葉商科大学）・本間基照（インターリスク総研）
　　 金子友裕（岩手県立大学）・佐藤綾子（早稲田大学）・円谷昭一（一橋大学）・中島真澄（福島学院

大学）
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■ 自由論題報告・院生コロキアム

⑴ 第１報告　11：30～12：00
⑵ 第２報告　12：00～12：30
　 昼食休憩　12：30～13：30
⑶ 第３報告　13：30～14：00
⑷ 第４報告　14：00～14：30
　（報告20分、ディスカッション５分、質疑応答５分）

●第１会場　自由論題報告　新本館４階　大教室
司会　木村史彦（東北大学）
　⑴ 川島健司（法政大学）
　　　「東日本大震災によるディスクロージャー実務への影響─被災地企業に関する定性的調査」
　　　　ディスカッサント　村宮克彦（大阪大学）
　⑵ 杉浦慶一（日本バイアウト研究所）
　　　「東日本大震災復興ファンドの現状と情報開示のあり方に関する一考察」
　　　　ディスカッサント　青淵正幸（立教大学）
司会　高橋　衛（浜松大学）
　⑶ 円谷昭一（一橋大学）
　　　「情報開示の有効性向上にいかに取り組むべきか」
　　　　ディスカッサント　坂上　学（法政大学）
　⑷ 岩渕昭子（東京経営短期大学）
　　　「風評被害とディスクロージャー」
　　　　ディスカッサント　町田祥弘（青山学院大学）

●第２会場　院生コロキアム　新本館４階　大教室
司会　橋本　尚（青山学院大学）
　⑴ 佐藤綾子（早稲田大学大学院博士課程）
　　　「地方議会における財務報告活用に関する事例研究」
　　　　ディスカッサント　宗岡　徹（関西大学）
　⑵ 小倉賢治（立教大学大学院博士課程）
　　　「被買収企業の存続期間に関する生存時間分析─情報通信業における事例研究」
　　　　ディスカッサント　大沼　宏（東京理科大学）
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●第２会場　自由論題報告　新本館４階　大教室
司会　榎本正博（神戸大学）
　⑶ 古山　徹（日経メディアマーケティング）
　　　「子会社・関係会社との取引と企業の支払能力の関係についての一考察」
　　　　ディスカッサント　一ノ宮士郎（専修大学）
　⑷ 奥田真也（大阪学院大学）・北川教央（神戸大学）
　　　“Management forecasts, idiosyncratic risk, and information environment”
　　　　ディスカッサント　太田浩司（関西大学）
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日本ディスクロージャー研究学会 
第８回研究大会プログラム・第７回研究カンファレンスプログラム

主催校 専修大学
大会準備委員長 大柳康司
大会準備委員 黒川保美、山﨑秀彦、一ノ宮士郎、国田清志、宮川　宏
開催日 2014年１月11日（土）
開催場所 専修大学　神田キャンパス

■ 自由論題報告　10：00～14：15

　⑴ 第１報告　10：00～10：40
　⑵ 第２報告　10：45～11：25
　　昼食休憩　11：25～12：50
　⑶ 第３報告　12：50～13：30　（第４会場は第１報告）
　⑷ 第４報告　13：35～14：15　（第４会場は第２報告）

●第１会場　771教室
司会　浅野敬志（首都大学東京）
　⑴ 棚橋則子（名古屋市立大学大学院）
　　　「経営者予想情報と実績情報に対する市場の反応」
　⑵ 鈴木智大（亜細亜大学）
　　　「なぜ経営者が公表する業績予想の誤差は持続するのか」
司会　一ノ宮士郎（専修大学）
　⑶ 松山将之（日本政策投資銀行）
　　　「銀行業におけるヘッジ会計適用に関しての考察」
　⑷ 梅澤俊浩（北九州市立大学）
　　　「地方銀行の貸倒引当金に対する市場の評価」

●第２会場　782教室
司会　中嶋教夫（明星大学）
　⑴ 澤井康毅（慶應義塾大学大学院）
　　　「のれんの換算会計処理と開示に関する一考察」
　⑵ 古山　徹（日経メディアマーケティング（株））
　　　「売上債権の増減、仕入債務の増減と支払能力の関係についての一考察」
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司会　薄井　彰（早稲田大学）
　⑶ 大沼　宏（東京理科大学）・安藤博昭（東京理科大学大学院）
　　　「企業の利益の質と実体的裁量行動」
　⑷ 櫻田　譲（北海道大学）
　　　「資本剰余金配当を実施する法人の財務的特性と投資家の反応」

●第３会場　781教室
司会　吉田　靖（東京経済大学）
　⑴ 村上暢子（筑波大学大学院）
　　　「M&A効果の誤認リスクに関する研究─財務情報の視点から─」
　⑵ 高橋由香里（首都大学東京）
　　　「M&Aに関する適時開示情報と株式市場の反応」
司会　山﨑秀彦（専修大学）
　⑶ 村上敏也（慶應義塾大学大学院）
　　　「データサイエンスによる会計教育の試行、統合報告時代に向けた開示情報ユーザの育成について」
　⑷ 浅野信博（大阪市立大学）
　　　「社外監査役の出自の違いは監査の品質に影響を及ぼすのか」

●第４会場　731教室
司会　吉田和生（名古屋市立大学）
　⑶ 石田惣平（一橋大学大学院）
　　 「会計保守主義が企業の資金調達活動に及ぼす影響」
　⑷  Hitoshi Takehara （Waseda University）, Tai-Yuan Chen （Hong Kong University of Science 

and Technology）, Zhaoyang Gu （Chinese University of Hong Kong）, Keiichi Kubota （Chuo 
University）

　　  “Accrual Based and Real Activities Based Earnings Management Behavior of Family Firms 
in Japan”

■ 研究カンファレンス　10：30～11：30　731教室

（報告20分、コメント20分、質疑応答20分）
司会　坂上　学（法政大学）
　報告者　円谷昭一（一橋大学）
　　 「変数「外国人持株比率」はなぜ有意になるのか」
　コメンテーター　田澤宗裕（名城大学）
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■ 統一論題報告　14：30～16：00　731教室

「企業不祥事におけるディスクロージャー」

司会　太田三郎（千葉商科大学）
　解題　14：30～15：00
　　大柳康司（専修大学）
　第１報告　15：00～15：30
　　末松義章（千葉商科大学大学院・文京学院大学）
　第２報告　15：30～16：00
　　齋藤　憲（専修大学）

■ パネルディスカッション　16：20～17：30　731教室

パネリスト　末松義章、齋藤憲、大柳康司
モデレータ　太田三郎

■ 懇親会　18：00～20：00　エスペリア
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日本ディスクロージャー研究学会　第９回研究大会プログラム

主催校  名古屋大学
大会準備委員長  野口晃弘
大会準備委員  胡　丹
アドバイザリー委員会 黒川行治（慶應義塾大学）、亀川雅人（立教大学）、坂上　学（法政大学）
開催日  2014年５月10日（土）
開催場所  名古屋大学　東山キャンパス

■ 自由論題報告Ⅰ　９：00～10：10　経済学部　第１講義室

司会　中條祐介（横浜市立大学）
　⑴ 渡邊誠士（京都大学大学院生）
　　　「従業員ストック・オプション費用の価値関連性─比較可能性と注意情報─」
　　コメンテーター　中島真澄（千葉商科大学）
　⑵ 譚　鵬（関西学院大学）
　　　「IFRSの導入が企業価値に及ぼす効果」
　　コメンテーター：浅野敬志（首都大学東京）

■ 自由論題報告Ⅱ　10：20～11：30　経済学部　第１講義室

司会　向伊知郎（愛知学院大学）
　⑴ 伊藤健顕（甲南大学）
　　　「SEC基準採用企業のMD&A情報と株式市場の反応」
　　コメンテーター　大鹿智基（早稲田大学）
　⑵ 円谷昭一（一橋大学）・加藤良治（日本たばこ産業）
　　　「買収プレミアムの実態分析を通じた会計研究の課題提起」
　　コメンテーター　音川和久（神戸大学）

■ 昼休憩　11：30～12：30

理事会　11：40～12：30

■ 会員総会　12：30～13：15

会長　黒川行治（慶應義塾大学）
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■ 特別プロジェクト報告　13：15～14：45　経済学部　第１講義室

●報告１　「大震災後に考えるリスク管理とディスクロージャー」

　司会　薄井　彰（早稲田大学）
　主査　柴　健次（関西大学）
　委員　 太田三郎（千葉商科大学）・金子友裕（東洋大学）・佐藤綾子（富山国際大学）・円谷昭一（一

橋大学）・中島真澄（千葉商科大学）・本間基照（インターリスク総研）

●報告２　「東日本大震災のディスクロージャー問題に関する実証研究」

　司会　柴　健次（関西大学）
　主査　薄井　彰（早稲田大学）
　委員　 浅野敬志（首都大学東京）・稲葉喜子（公認会計士）・海老原崇（武蔵大学）・大鹿智基（早稲

田大学）・奥村雅史（早稲田大学）・乙政正太（関西大学）・坂上　学（法政大学）・中野貴之（法
政大学）・吉田　靖（東京経済大学）・吉田和生（名古屋市立大学）

■ 統一論題報告　14：50～16：20　経済学部　第１講義室

「M&Aの促進は経済の成長戦略に効果があるのか」

司会　黒川行治（慶應義塾大学）
　　　「統一論題解題：M&Aの促進は経済の成長戦略に効果があるのか」
　⑴ 花村信也（みずほ証券）
　　　「M&Aの促進は経済の成長戦略に効果があるのか─M&Aの促進とのれんの償却」
　⑵ 矢部謙介（中京大学）
　　　「M&Aの効果に関する実証研究─測定手法と効果を左右する要因の視点から─」
　⑶ 中村公一（駒沢大学）
　　　「M&Aマネジメントの組織的課題─M&Aによって競争力を高めるために─」

■ 特別講演　16：30～16：50　経済学部　第１講義室

國村道雄（名古屋市立大学名誉教授）
　「国際的視座からの会計と企業行動：伊藤・中野（2014）を読んで」

■ 統一論題討論　16：50～17：50　経済学部　第１講義室

座　長　黒川行治（慶應義塾大学）
討論者　花村信也（みずほ証券）
　　　　矢部謙介（中京大学）
　　　　中村公一（駒沢大学）

■ 懇親会　18：00～19：00　生協


